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常総学院高等学校 
 

　 常総学院高等学校は、生徒一人ひとりの目的達成のため次のようなコースを設定しています。特進選抜コー
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１
．
開
倫
塾
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の

月
に
創

10

業

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様
の
御
理
解
・

45
御
協
力
を
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

２
．(

１)

開
倫
塾
の
塾
生
目
標
の
第
１
は
、｢

定
期

試
験｣

で
よ
い
点
数
を
取
り
、｢

学
校
成
績

(

校
内
順
位)

大
幅
ア
ッ
プ｣

を
図
る
こ
と

で
す
。 

(

２)

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は｢

学
校

教
科
書｣

｢

学
校
問
題
集｣

を
大
切
に
し
、｢

ス

ミ
か
ら
ス
ミ
ま
で
て
い
ね
い
に
学
び
、
理

解
す
る
こ
と｣

、
そ
し
て
、｢

身
に
着
け
る

こ
と(

定
着
さ
せ
る
こ
と)

｣

が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。 

(

３)

そ
こ
で
開
倫
塾
で
は
、｢

開
倫
塾
テ
キ
ス

ト｣

を
学
習
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら

の｢

定
期
試
験｣

で｢

よ
い
点
数(

で
き
れ
ば

点
満
点)

｣

を
取
り
、｢

学
校
成
績(

校
内

100順
位)

大
幅
ア
ッ
プ｣

を
実
現
す
る
た
め
に
、

｢

学
校
教
科
書｣

｢

学
校
問
題
集｣

を
、
授
業

中
と
自
学
自
習
の
時
間
に
、
今
ま
で
以
上

に
学
習
し
て
頂
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。 

(

４)

月
か
ら
、
開
倫
塾
で
は
、｢

授
業｣

と｢

自

10
学
自
習｣

で
、｢

学
校
教
科
書｣

｢

学
校
問
題

集｣

を
使
用
し
ま
す
の
で
、
毎
回
、
必
ず

持
参
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

３
．(

１)

学
校
に｢

学
校
教
科
書｣

｢

学
校
問
題
集｣

を
置
い
て
く
る
皆
様
に
、
大
事
な
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。
学
校
に｢

学
校
教
科
書｣

や

｢

学
校
問
題
集｣

を
置
い
て
く
る
と
、｢

学

校
教
科
書｣
｢

学
校
問
題
集｣

を
使
用
し
て
の

｢

予
習｣

や｢

復
習｣

が
十
分
に
で
き
ま
せ
ん
。 

(

２)

又
、
定
期
試
験
で
よ
い
点
数(

で
き
れ
ば

点
満
点)

を
取
る
た
め
に
不
可
欠
な
、｢

教

100科
書
を
ス
ミ
か
ら
ス
ミ
ま
で
覚
え
る｣

勉

強
が
で
き
ま
せ
ん
。 
(

３)

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

４
．(

１)
｢

学
校
教
科
書｣

｢

学
校
問
題
集｣

は
学
校

に
置
い
て
こ
な
い
で
、
必
ず
持
ち
帰
る
こ

と
。 

(

２)

開
倫
塾
に｢

学
校
教
科
書｣

｢

学
校
問
題

集｣

を
持
参
し
、
開
倫
塾
の
授
業
を
受
け

る
こ
と
。 

(

３)

開
倫
塾
で
、
夜

時

分(

東
京
は
夜

10

30

10

時)

ま
で
、｢

学
校
教
科
書｣
｢

学
校
問
題
集｣

を
用
い
て｢

自
学
自
習(

予
習
、
復
習
、
定

着)
｣

す
る
こ
と
。 

〇
そ
し
て
、

月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
に

10

行
わ
れ
る｢

定
期
試
験｣

で
、
全
教
科
、

で
き
る
だ
け
よ
い
点
数(

で
き
れ
ば
100

点
満
点)

を
取
り
、｢

学
校
成
績(

校
内

順
位)

大
幅
ア
ッ
プ｣

を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。 

 

５
．(

１)
｢

学
校
成
績(

校
内
順
位)

大
幅
ア
ッ
プ｣

は
、
数
教
科
だ
け｢

よ
い
点
数(

で
き
れ
ば

点
満
点)

｣

を
取
る
だ
け
で
は
、
実
現
し

100ま
せ
ん
。 

(

２)

で
き
る
だ
け
多
く
の
教
科
で｢

よ
い
点
数

(

で
き
れ
ば

点
満
点)

｣
を
取
る
こ
と
を

100

目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

(

３)

①
そ
の
た
め
に
は
、｢

学
校
教
科
書｣

｢

学

校
問
題
集｣

を
置
い
て
こ
な
い
で
、

全
教
科
、
必
ず
持
ち
帰
る
。 

②
家
庭
学
習
や
開
倫
塾
の
授
業
、
開
倫

塾
で
の
自
学
自
習
で
、
積
極
活
用
。 

③
で
き
れ
ば
、｢

学
校
教
科
書｣

は｢

ス

ミ
か
ら
ス
ミ
ま
で
覚
え
る｣

。 

④｢

学
校
問
題
集｣

は
何
回
も
解
き
直

し
、
で
き
な
い
問
題
を
な
く
す
。 

 

６
．｢

学
校
教
科
書｣

｢

学
校
問
題
集｣

の｢

予
習｣

｢

復

習(

定
着)

｣

の
仕
方 

(

１)
｢

学
校
教
科
書｣

の
予
習
の
仕
方 

①
ど
の
よ
う
な
内
容
が
書
い
て
あ
る
の
か
、

た
と
え
５
分
で
も
よ
い
か
ら
教
科
書
を
ゆ

っ
く
り
読
ん
で
み
る
だ
け
で
も
、｢

予
習｣

と
し
て
は

で
す
。 

OK

②
時
間
が
あ
っ
た
ら
、
教
科
書
を
読
ん
で
い

て
、
よ
く
わ
か
ら
な
い｢

こ
と
ば｣

が
あ
っ

た
ら｢

辞
書｣

で
調
べ
、
ノ
ー
ト
に
メ
モ
。 

③
よ
く
知
ら
な
い｢

用
語｣

が
あ
っ
た
ら
、
教

科
書
の
説
明
を
よ
く
読
む
。
ノ
ー
ト
に
そ

の｢

用
語｣

の
教
科
書
の
説
明
や｢

こ
と
ば

の
意
味｣

｢

定
義｣

を
書
き
写
す
の
も
素
晴

ら
し
い｢

予
習｣

で
す
。 

◇｢

予
習｣

で
一
番
大
事
な
の
は
、
一
つ
一
つ

の
学
習
項
目(

ポ
イ
ン
ト)

に
つ
い
て
、
授

業
の
前
に
自
分
の
力
で
考
え
、
メ
モ
し
て

お
く
こ
と
で
す
。 

(

２)
｢

学
校
問
題
集｣

の
予
習
の
仕
方 

①｢

教
科
書
の
予
習｣

を
一
通
り
し
た
後
は
、

元
気
が
あ
っ
た
ら｢

学
校
問
題
集｣

に
チ
ャ

レ
ン
ジ
。 

②
ノ
ー
ト
に
解
答
を
書
い
て
、
授
業
中
に
答

え
合
わ
せ
。 

③
先
生
の
説
明
を
ノ
ー
ト
に
書
き
込
み
、
な

ぜ
そ
の
よ
う
な
解
答
に
な
る
の
か
考
え
る
。 

(

３)
｢

学
校
教
科
書｣

｢

学
校
問
題
集｣

の｢

復
習

(

定
着)

｣

の
仕
方<

前
半> 

①
先
生
の
授
業
を
思
い
出
し
、
も
う
一
度
一

語
一
句
て
い
ね
い
に｢

学
校
教
科
書｣

｢

授

業
ノ
ー
ト｣

を
読
み
直
す
こ
と
。
そ
し
て
、

｢

な
ぜ｣

そ
う
な
る
の
か
を
自
分
の
力
で
考

え
る
こ
と
。 

②
教
科
書
で
学
ん
だ
範
囲
に
つ
い
て｢

学
校
問

題
集｣

を
ノ
ー
ト
に
ゆ
っ
く
り
解
く
こ
と

は
、
素
晴
ら
し
い｢

復
習｣

で
す
。
よ
く
わ

か
ら
な
い
計
算
や
問
題
は｢

学
校
教
科
書｣

や｢

開
倫
塾
の
テ
キ
ス
ト｣

を
何
回
も
読
み

直
し
て
考
え
ま
し
ょ
う
。 

③
そ
れ
で
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
、
学
校
の

先
生
や
開
倫
塾
の
先
生
に
質
問
し
て
く
だ

さ
い
ね
。 

(

４)
｢

学
校
教
科
書｣

｢

学
校
問
題
集｣

の｢

復
習

(

定
着)

｣

の
仕
方<
後
半> 

①
全
教
科
の｢

学
校
教
科
書｣

を
ス
ラ
ス
ラ
よ

く
読
め
る
よ
う
に
な
る
ま
で
声
を
出
し
て

読
む｢

音
読
練
習｣

と
、
大
切
な
と
こ
ろ
は

何
も
見
な
い
で
言
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

(

暗
唱)

。 

②
各
教
科
の
教
科
書
に
出
て
い
る｢

語
句｣

や

｢

用
語｣

、
そ
の｢

定
義(

意
味)

｣

は
、
楷
書

で
正
確
に
書
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で｢

書

き
取
り
練
習｣

。 

③｢

教
科
書｣

や｢

学
校
問
題
集｣

の
計
算
や
問

題
は
、
パ
ッ
パ
ッ
パ
ッ
と
正
解
が
出
る
ま

で
、
何
回
も
解
き
直
す
。 

〇
こ
れ
が
、
定
期
試
験
で｢

よ
い
点
数(

点
100

満
点)

｣

を
取
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

 

７
．
最
後
に
一
言 

(

１)

小
学
校
や
中
学
校
・
高
校
の
勉
強
は
役
に

立
つ
の
か
。
役
に
立
ち
ま
す
。
小
学
校
の
勉

強
は
中
学
校
で
、
中
学
校
の
勉
強
は
高
校
で
、

高
校
の
勉
強
は
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学

校
・
専
修
学
校
・
大
学
院
で
す
べ
て
役
に
立

ち
ま
す
。
学
校
で
勉
強
し
た
こ
と
は
、
社
会

に
出
て
仕
事
や
社
会
的
活
動
、
充
実
し
た
人

生
を
送
る
と
き
、
よ
く
生
き
る
の
に
す
べ
て

役
立
ち
ま
す
。 

(

２)

学
校
の
教
科
書
を｢

予
習｣

し
、
何
を
勉
強

す
る
か
を
知
り
、｢

授
業｣

で
理
解
を
深
め
て
、

｢

復
習(

定
着)

｣

を
き
ち
ん
と
行
い
、
学
ん
だ

こ
と
を
自
分
の
こ
と
ば
で
い
え
る(

表
現
・
説

明
で
き
る)

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

(

３)

そ
の
上
で
、｢

定
期
試
験｣

や｢

入
学
試
験｣

に
向
け
て
、
よ
り
深
い
勉
強
を
積
み
重
ね
、

よ
い
点
数
、
定
期
試
験
で
は

点
、
入
学
試

100

験
で
は
合
格
点
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。｢

定
期

試
験｣

や｢

入
学
試
験｣

の
勉
強
は
、
今
ま
で
学

ん
だ
こ
と
を
し
っ
か
り
身
に
着
け
、｢

自
分
の

こ
と
ば
で
言
え
る(

表
現
・
説
明
で
き
る)

｣

よ

う
に
な
る
の
に
と
て
も
役
立
ち
ま
す
。 

 

月
か
ら
開
倫
塾
に｢

学
校
教
科
書
・
学
校
問

10題
集｣

を
毎
回
必
ず
持
参
し
、
授
業
と
自
学
自

習
に
御
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

＊｢

学
校
教
科
書｣

｢

学
校
問
題
集｣

で
基
礎
的
な
知
識
が
身
に
着
い

た
ら
、
順
次
、｢

定
期
試
験｣

の

過
去
に
出
た
問
題
や
予
想
問
題

を
繰
り
返
し
練
習
し
、｢

応
用
力｣

を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。 

 

宇
都
宮
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
客
員
教
授 

作

新

学

院

大

学

客

員

教

授 
(

)
開 倫 塾 教 育 目 標 
 
高 い 倫 理 
高 い 学 力 
高い国際理解 
 
自己学習能力の育成

　　林 明夫塾長からのメッセージ　　

b

  　

 
   

　

 

開
倫
塾
に
学
校
教
科
書
・
学
校
問
題
集
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い 

 　
　

 
      

　
　
　

―
万
全
の
「
定
期
試
験
対
策
」
を
行
う
た
め
で
す
―                         

 

　
　
　
　

                         
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
倫
塾　

塾
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　
　

明　
　

夫　
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新
栃
木
校
１
号
館
校
長 津 

久 

井　
　

幸 
 

　
　
　

１
．
中
１
生
の
準
備
は
１
月
よ
り
開
始 

  

中
学
校
で
学
習
す
る
内
容
は
、
小
学
校
の
内

容
と
比
べ
る
と
格
段
に
難
易
度
を
増
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
テ
ス
ト
直
前
に
教
科
書
の
見
直
し

を
す
る
程
度
で
は
、
良
い
点
数
を
と
る
こ
と
が

難
し
く
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
小
学
校
で
各
単
元
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た

テ
ス
ト
と
は
異
な
り
、
１
年
間
に
実
施
さ
れ
る

テ
ス
ト(

｢

定
期
試
験｣

と
呼
ば
れ
ま
す)
の
回
数

は
数
回
に
限
ら
れ
ま
す
。
そ
の
上
、
定
期
試
験

の
点
数
が
成
績
表
に
反
映
さ
れ
る
の
で
、
し
っ

か
り
知
識
を｢

定
着｣

さ
せ
、
１
問
で
も
多
く
問

題
を
解
け
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  

そ
こ
で
開
倫
塾
で
は
、
小
６
生
で
学
習
す
る

内
容
を

月
中
に
終
了

12

し
、
冬
期
講
習
か
ら
中

１
生
の
内
容
を
先
取
り

し
て
行
い
ま
す
。
こ
れ

が｢

新
中
１
準
備
講
座｣

と
呼
ば
れ
る
授
業
で
す
。 

 

２
．
準
備
講
座
の
内
容 

  
 

授
業
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
英
語
】
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
英
語
で
の
挨
拶

・

動
詞
や
一
般
動
詞
が
入
っ
た
英
文
を
中
心

be
に
学
習
し
ま
す
。
各
地
域
に
よ
っ
て
中
学
校
で

採
用
さ
れ
る
教
科
書
が
異
な
る
た
め
、
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
や
共
通
し
て
出
題
さ
れ
る
英
単
語
の

学
習
か
ら
始
め
ま
す
。
教
科
書
の
基
本
英
文
を

使
っ
た
英
作
文
の
練
習
も
行
い
ま
す
。
入
学
前

に
英
単
語
を
た
く
さ
ん
書
け
る
よ
う
に
す
る
と

共
に
、
簡
単
な
英
文
も
習
得
す
る
こ
と
が
目
標

 

で
す
。

【
数
学
】｢

正
負
の
数｣

を
学
習
し
ま
す
。
初
め

て
学
習
す
る
負
の
数(

ゼ
ロ
よ
り
小
さ
い
数
を
マ

イ
ナ
ス
で
表
す)

を
使
っ
た
計
算
は
、
計
算
途
中

で
の
ミ
ス
が
多
く
出
や
す
い
の
で
、
類
題
演
習

を
繰
り
返
し
行
い｢

定
着｣

を
図
り
ま
す
。
小
学

校
で
学
習
し
た
分
数
や
小
数
の
基
礎
が
理
解
で

き
て
い
な
い
と
先
に
進
む
こ
と
が
難
し
く
な
る

単
元
で
も
あ
り
ま
す
。
不
安
な
人
は
早
め
に
先

 

生
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
国
語
】
定
期
試
験
や
入
試
に
頻
出
の
漢
字
、

一
人
で
は
学
習
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
わ
ざ

・
慣
用
句
、
そ
し
て
文
法
な
ど
を
学
習
し
ま
す
。

文
法
に
関
し
て
は
苦
手
な
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
基
本
的
な
知
識
か
ら
丁
寧
に

 

指
導
す
る
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

 

３
．
学
習
の
取
り
組
み
方 

  

学
習
を
進
め
て
い
く
な
か
で
大
切
な
の
は
、

①
音
読
練
習
、
②
書
き
取
り
練
習
、
③
問
題
練

習
、
④
辞
書
の
活
用
、
⑤
意
味
調
べ
ノ
ー
ト
の

作
成
、
⑥
間
違
い
ノ
ー
ト
の
作
成
、
⑦
新
聞
の

活
用
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
早
い

時
期
に
身
に
着
け
る
こ
と
は
、
中
学
校
３
年
間

の
み
な
ら
ず
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
大
い
に

 
役
に
立
ち
ま
す
。

　

効
率
的
に
学
習
す
る
上
で
は
、｢

学
習
の
３
段

階
理
論(

理
解
・
定
着
・
応
用)

｣

に
沿
っ
て
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
つ
ず
つ
お
話
し
ま
す
。 

　

｢

理
解｣
と
は
、
授
業
で
学
習
し
た
こ
と
が｢

う

ん
、
な
る
ほ
ど｣

と
わ
か
る
こ
と
で
す
。
先
生
の

説
明
を
聞
き
漏
ら
さ
ず
、
板
書
を
速
く
正
確
に

ノ
ー
ト
に
書
き
と
る
習
慣
を
身
に
着
け
る
こ
と

 

が
必
要
で
す
。

　

｢

定
着｣

と
は
、｢

理
解｣
し
た
内
容
を
何
も
見

ず
に
す
ら
す
ら
と
言
え
る
ま
で
に
す
る
こ
と
・

正
確
に
書
け
る
ま
で
に
す
る
こ
と
・
基
本
的
な

問
題
は
見
た
瞬
間
に
答
え
ら
れ
る
ま
で
に
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
に
は
音
読
練
習
や
書
き
取
り

練
習
、
計
算
・
問
題
練
習
を
繰
り
返
す
こ
と
が

 

有
効
で
す
。

　

｢

応
用｣

と
は
、
テ
ス
ト
や
試
験
で
満
点
や
合

格
点
が
取
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
数
多

く
の
多
様
な
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
可

 

能
と
な
り
ま
す
。

 

４
．
定
期
試
験
で
各
教
科

点
を
目
指
そ
う
！ 

100

  

各
教
科
で

点
を
取
る
こ
と
は
高
い
目
標
で

100

す
が
、
冬
期
講
習
と
新
中
１

準
備
講
座
に
真
剣
に
取
り
組

み
、
４
月
よ
り
始
ま
る
学
校

の
授
業
に
集
中
し
て
臨
む
こ

と
が
で
き
れ
ば
達
成
可
能
で

す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

　
　
　
　
　

足
利
西
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長 三　

井　

英　

明 
 

　
　
　

１
．
は
じ
め
に 

　

栃
木
県
の
公
立
高
校
入
試
に
は
、｢

特
色
選
抜｣

と｢

一
般
選
抜｣

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
入
学

者
の
選
抜
方
法
が
異
な
る
の
で
、
と
る
べ
き
対

策
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
以
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

 

２
．
特
色
選
抜
と
は 

　

一
般
選
抜
よ
り
早
く
、
今
年
度
は
２
月
６
・

７
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
基
本
的
に
は
希
望
者

は
全
員
出
願
可
能
で
す
が
、
高
校
ご
と
に｢

資
格

要
件｣

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
必
ず
学
校
の
先
生

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
募
集
定
員
は
、
多
く
の

高
校
が
定
員
の

％
程
度
を
上
限
と
す
る
よ
う

30

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
倍
率
は
一

般
選
抜
に
比
べ
て
高
く
、
競
争
は
激
し
く
な
り

ま
す
。 

　

選
考
方
法
は
、
調
査
書
、
特
色
選
抜
志
願
理

由
書
、
作
文
・
小
論
文
、
面
接
・
学
校
独
自
検

査(

学
校
作
成
問
題
、
口
頭
試
問
、
実
技
な
ど)

の
結
果
な
ど
を
も
と
に
合
否
を
判
定
し
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
、
普
段
の
学
習
で
は
触
れ

な
い
試
験
な
の
で
、
特
色
選
抜
に
挑
戦
す
る
場

合
は
、
そ
れ
に
応
じ
た
対
策
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
高
校
ご
と
に
課
さ
れ
る
試
験
や
そ

の
出
題
傾
向
が
異
な
る
の
で
、
過
去
に
ど
の
よ

う
な
問
題
が
課
さ
れ
て
い
た
の
か
を
、
事
前
に

確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大
事
で
す
。 

　

作
文
・
小
論
文
は
、
一
般
選
抜
の
国
語
に
含

ま
れ
る
出
題
よ
り
も
字
数
が
多
く
、
出
題
内
容

も
異
な
り
ま
す
。
時
間
内
で
適
切
な
内
容
・
字

数
を
書
き
上
げ
る
練
習
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

良
し
悪
し
の
判
断
は
自
分
で
は
難
し
い
の
で
、

先
生
に
添
削
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

面
接
は
、
過
去
の
デ

ー
タ
を
も
と
に
、
質

問
に
対
し
て
明
確
な

返
答
が
で
き
る
よ
う

に
、
先
生
た
ち
と
何

度
も
練
習
し
ま
し
ょ
う
。 

３
．
一
般
選
抜
と
は 

　

今
年
度
は
３
月
６
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
調

査
書(

点)

と
学
力
検
査(

点)

の
合
計
点
、

500

500

学
校
に
よ
っ
て
は
面
接
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
も

と
に
合
否
が
判
定
さ
れ
ま
す
。
調
査
書
の
評
価

は
中
学
３
年
間
の
通
知
票
の
９
教
科
・
５
段
階

の
評
定
を
点
数
化
し
た
も
の
で
す
。
学
力
検
査

は
試
験
当
日
の
５
教
科
・
各

点
満
点
の
試
験

100

 

の
合
計
点
で
す
。

　

た
だ
し
、
調
査
書
と
学
力
検
査
の
点
数
の
比

重
は
、
各
高
校
・
学
科
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
学
校
、
特
に
普
通
科
は
、
学
力
検
査
の

比
重
を
大
き
く
し
て
い
る
た
め
、
入
試
当
日
の

試
験
結
果
が
合
否
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
受

験
生
の
皆
さ
ん
は
、
早
め
に
志
望
校
を
決
定
し

て
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

４
．
学
力
検
査
で
失
敗
し
な
い
た
め
に 

　

開
倫
塾
で
は
、
受
験
本
科
コ
ー
ス
の
受
講
生

に
県
立
高
校
の
過
去
問
題
集
を
配
付
し
て
い
ま

す
。
過
去
問
を
繰
り
返
し
解
き
、
傾
向
を
つ
か

 

ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

<

国
語>

 

読
解
問
題
３
問
に
加
え
、

字
以
内
の

240

作
文
が
出
題
さ
れ
ま
す
。
最
後
ま
で
解
き
終
わ 

る
よ
う
、
時
間
配
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

<

数
学> 

近
年
は
デ
ー
タ
活
用
の
問
題
が
頻
出
し

て
い
ま
す
。
記
述
の
問
題
も
多
い
の
で
途
中
の

計
算
や
証
明
な
ど
の｢

書
く｣

練
習
を
し
っ
か
り

 

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

<

英
語> 

リ
ス
ニ
ン
グ
が

点
の
配
点
な
の
で
注

26

意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

分
の
放
送
後
に
長

11

文
読
解
が
３
問
あ
る
の
で
、
速
読
力
が
求
め
ら

 

れ
ま
す
。

<

理
科
・
社
会> 

各
分
野
・
単
元
か
ら
ま
ん
べ
ん

な
く
出
題
さ
れ
ま
す
。
ヤ
マ
を
張
ら
ず
に
苦
手 

分
野
を
極
力
減
ら
す
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

入
試
本
番
ま
で
の

時
間
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
先
も
真

剣
に
取
り
組
む
と
、

試
験
の
直
前
ま
で
伸

び
続
け
ま
す
。
自
分

の
努
力
を
信
じ
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

               
 

新 

中 

１ 

準 

備 

講 

座　

 

栃
木
県
公
立
高
校
入
試

c

  　開倫塾の行事



英
検
５
級            

 
飯　

竹　

麻　

衣 

¨
テ
キ
ス
ト
の
学
習
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ｢

英

検
５
級
対
策｣

と
し
て
の
実
践
練
習
が
始
ま
り
ま

す
。
確
実
に
合
格
を
勝
ち
取
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
テ
キ
ス
ト

に
載
っ
て
い
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

の
音
読
練
習
で
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

と
音
声
が
聞
け
ま
す
か
ら
、
そ
の
ま
ね
を
し
て

読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に
、
イ
ラ
ス

ト
や
書
か
れ
て
い
る
英
語
を
見
な
が
ら
音
読
す

る
と
、
試
験
の
と
き
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。 

¨
次
に
、
時
間
配
分
に
慣
れ
て
お
く
こ
と
で
す
。

筆
記
試
験
は

問
を

分
で
解
き
ま
す
。
の
ん

25

25

び
り
し
て
い
る
と
最
後
ま
で
終
わ
り
ま
せ
ん
の

で
、
テ
ン
ポ
よ
く
解
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
練
習
を
授
業
や
家
で
も
行
っ
て
お
く
と
、
本

番
の
試
験
で
も
落
ち
着
い
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

授
業
・
自
主
学
習
・
冬
期
講
習
で
、
し
っ
か
り

準
備
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

英
検
４
級 

谷
田
貝　

友　

紀 

¨
テ
キ
ス
ト
の
勉
強
が
一
通
り
終
わ
り
ま
し
た
。

今
月
は
、｢

英
検
４
級
対
策｣

と
し
て
や
る
べ
き

二
つ
の
こ
と
を
お
話
し
ま
す
。
一
つ
目
は
、
テ

キ
ス
ト
の
音
読
で
す
。
英
検
４
級
で
は
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
は
出
題
さ
れ
ま
せ
ん
。
英
語
を
読
め
た

り
、
聞
い
た
り
す
る
力
が
問
わ
れ
ま
す
。
声
を

出
し
て
テ
キ
ス
ト
を
読
み
、
意
味
が
わ
か
る
よ

う
に
練
習
し
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
書
け
た

方
が
よ
い
の
で
、
覚
え
て
い
な
い
単
語
や
基
本

文
は
書
く
練
習
も
し
ま
し
ょ
う
。 

¨
二
つ
目
は
、
過
去
問
の
演
習
で
す
。
本
番
は

筆
記
試
験
が

分
、
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
が

35

30

分
弱
で
行
わ
れ
ま
す
。
授
業
中
に
過
去
問
を
演

習
し
ま
す
が
、
で
き
な
か
っ
た
問
い
は
読
ん
だ

り
書
い
た
り
し
て
確
実
に
覚
え
ま
し
ょ
う
。
合

格
を
目
標
に
、
毎
日
、
少
し
ず
つ
英
語
を
勉
強

し
ま
し
ょ
う
。 

 

英
検
３
級 

原　

田　

和　

明 

¨
今
月
は
、｢

英
検
３
級
対
策｣

を
行
い
ま
す
。 

英
検
３
級
は
、
４
、
５
級
と
は
違
い
、
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
が
加
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
２
次
試
験
で

は
面
接
形
式
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
が
あ
り
、
４
技

能
が
問
わ
れ
る
試
験
に
な
り
ま
す
。
英
単
語
や

長
文
の
レ
ベ
ル
も
上
が
り
ま
す
の
で
、
き
ち
ん

と
対
策
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

¨
ま
ず
は
、
塾
の
テ
キ
ス
ト
を
見
直
し
て
く
だ

さ
い
。
わ
か
ら
な
い
単
語
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
調

べ
て
覚
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
は
、
意
味
だ
け

で
な
く
発
音
も
確
認
し
て
お
く
と
リ
ス
ニ
ン
グ

対
策
に
も
な
り
ま
す
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
Ｅ
メ

ー
ル
に
返
信
す
る
問
題
と
、
質
問
に
対
す
る
意

見
を
書
く
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
す
。
過
去
問
な

ど
で
練
習
し
、
先
生
に
添
削 

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
時
間
配
分
も
大
切
で

す
。
過
去
問
演
習
な
ど
で
時

間
の
感
覚
を
つ
か
ん
で
く
だ

さ
い
。
合
格
を
目
指
し
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。 

 

小
５
算
数    

 

井　

腰　

征　

夫 

¨
今
月
は
、｢

割
合｣

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

割
合
と
は
、
あ
る
数
量
を
基
準
に
し
た
と
き
、

他
の
数
量
が
ど
れ
だ
け
に
当
た
る
か
を
表
し
た

値
で
す
。
割
合
を｢

理
解｣

す
る
に
は
、
比
べ
る

量
と
、
も
と
に
す
る
量
を
区
別
で
き
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
例
え
ば
、

円
を
も
と
に
し
た
と

500

き
、

円
の
割
合
を
求
め
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。 

200

<

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

>

で
求
め
ら

割
合
＝
比
べ
る
量
÷
も

と
に
す
る
量

れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
比
べ
る
量
は

円
で
、

200

も
と
に
す
る
量
は

円
で
す
。
し
た
が
っ
て
、 

500

<

　
　
　
　
　
　
　
　
　

>

で
す
。
言
葉
だ
け
で

は
わ
か
り
に
く
い
場
合
は
、
線
分
図
を
か
く
な

ど
し
て
大
き
さ
の
関
係
を
見
え
る
よ
う
に
す
る

と
、
比
べ
る
量
と
も
と
に
す
る
量
の
区
別
が
し

 

や
す
く
な
り
ま
す
。

¨
割
合
は
理
解
し
に
く
い
単
元
で
す
。
何
度
も

繰
り
返
し
練
習
し
て
、
少
し
ず
つ
身
に
着
け
て

 

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

小
５
国
語                       

　

 

稲　

垣　

幸　

生 

¨
今
月
は
、｢

和
語
・
漢
語
・
外
来
語｣

に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
別
と
特
徴
を
学
習
し
ま
す
。

和
語
は
、
も
と
も
と
日
本
に
あ
っ
た
言
葉
で
、

漢
字
や
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
て
お
り
、
訓
読
み

を
す
る
も
の
で
す
。
ひ
ら
が
な
交
じ
り
で
書
か

れ
る
こ
と
が
多
く
、
読
み
や
す
く
や
わ
ら
か
い

印
象
を
受
け
ま
す
。
漢
語
は
、
中
国
か
ら
入
っ

て
き
た
言
葉
で
、
漢
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
音

読
み
を
し
ま
す
。
和
語
と
比
べ
る
と
、
か
た
い(

難

し
い)

イ
メ
ー
ジ
で
す
。
外
来
語
は
、
外
国
か
ら

入
っ
て
き
た
言
葉
で
、
か
た
か
な
で
書
か
れ
て

い
て
新
し
い
言
葉
の
印
象
で
す
。 

¨
文
章
か
ら
ど
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
か
は
、

こ
れ
ら
の
言
葉
の
表
現
方
法
で
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
筆
者
や
著
者
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
も｢

理
解｣

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
意

識
し
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

小
６
算
数 

寺　

内　

大　

智 

¨
今
月
は
、｢

角
柱
と
円
柱
の
体
積｣

を
学
習
し

ま
す
。
重
要
な
こ
と
は
、
体
積
の
公
式
を
使
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
体
積
は<        

    
>

で
求
め
ら
れ
ま
す
。
底
面
の
形
に
よ
っ
て

底
面
積
の
求
め
方
が
違
い
ま
す
の
で
、
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
四
角
形
は<

　
　
　
　
　

>

、
三
角

形
は<
　
　
　
　
　
　

  
>

、
円
は<

　
　
　
　
　

　
　
　
　

 
>

で
求
め
ら
れ
ま
し
た
ね
。
円
周
率

を
用
い
た
小
数
の
計
算
で
す
の
で
、
計
算
演

3.14習
を
し
て｢
定
着｣

を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
不
安

な
人
は
、
平
面
図
形
の
面
積
を
求
め
る
こ
と
か

ら
復
習
し
ま
し
ょ
う
。 

¨
ま
た
、
計
算
す
る
数
値
の
意
味
を
図
形
と
対

応
さ
せ
な
が
ら
解
く
と
、
よ
り｢

理
解｣

が
深
ま

り
ま
す
。
展
開
図
か
ら
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
と

割
合
＝
20
0÷

500＝
0
.4

底
辺
×
高
さ

底
辺
×
高
さ
÷

２
半
径
×
半
径

×
円
周
率

底
面
積
×

高
さ

き
は
、
実
際
に
自
分
で
紙
を
使
っ
て
作
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。 

 

小
６
国
語 

熊　

谷　
　
　

健 

¨
今
月
は
、｢

同
じ
読
み
の
漢
字｣

を
学
習
し
ま

す
。
漢
字
の
読
み
方
で
、｢

演｣

と｢

園｣

の
よ
う

に
、｢

え
ん｣

と
同
じ
読
み
で
も
、
意
味
が
異
な

る
漢
字
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

漢
字
を
書
き
分
け
る
た
め
に
は
、
そ
の
漢
字
が

使
わ
れ
て
い
る
熟
語
の
意
味
を｢

理
解｣

す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。｢

演｣

な
ら
ば
、｢

演
技｣

や｢

演

説｣

、｢

園｣

な
ら
ば｢

農
園｣

や｢

田
園｣

と
い
っ
た

熟
語
が
あ
り
ま
す
。｢

コ
ウ
エ
ン｣

と
あ
れ
ば
、｢

講

演｣

や｢

公
園｣

｢

公
演｣

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
読

み
だ
け
で
正
し
い
漢
字
を
書
く
の
は
難
し
い
で

す
。｢

コ
ウ
エ
ン
で
遊
ぶ
。｣

の
よ
う
に
、
文
全

体
の
意
味
を
つ
か
み
、｢

公
園｣

と
答
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

¨
普
段
の
漢
字
の
書
き
取
り
練
習
で
は
、
同
じ

読
み
方
の
漢
字
が
あ
る
こ
と
も
意
識
し
、
書
き

方
だ
け
で
な
く
、
意
味
を
押
さ
え
な
が
ら
行
う

と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

中
１
英
語 

桜　

井　

和　

弘 

¨
今
月
は
、｢

規
則
動
詞
の
過
去
形｣

を
学
習
し

ま
す
。｢

私
は
昨
日
ギ
タ
ー
を
ひ
き
ま
し
た
。｣

は
、I played the guitar yesterday.

と
表

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
過
去
の
こ
と
を
言
う
時

に
は
、
動
詞
にed

を
付
け
ま
す
。ed

を
付
け

る
時
に
注
意
す
る
も
の
は
、
①e

で
終
わ
る
動

詞
に
はd

だ
け
付
け
る
（like→

 liked

）
、
②
語

尾
が
短
母
音
＋
子
音
の
場
合
は
最
後
の
文
字
を

重
ね
てed

を
付
け
る
（stop→

 
stopped

）
、
③

語
尾
が
子
音
＋y

の
も
の
はy

をi

に
変
え
て

ed

を
付
け
る
（study→

 
studied

）
、
が
あ
り
ま

す
。
疑
問
文
と
否
定
文
は
、did

やdidn't

を
使

い
動
詞
は
原
形
に
戻
し
て
、D

id you play the 
guitar 

yesterday?

や
、I 

didn't 
play 

the 
guitar yesterday.

の
よ
う
に
表
し
ま
す
。 

¨yesterday, last

～, 

～ago

の
よ
う
な
過

去
を
表
す
語
句
が
あ
る
時
に
は
、
動
詞
を
過
去

形
に
す
る
の
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。 

 
 

 

　

自

己

学

習

能

力

を

育

て

よ

う 
        

 
　

｢

学
習
の
３
段
階
理
論｣

を
使
っ
て
結
果
の
出
せ
る
勉
強
方
法
を
身
に
着
け
よ
う 

              

小 
学 

部

中 

学 

部

d

  　自己学習能力を育てよう



中
１
数
学                       

　

 

伊　

藤　
　
　

修 
¨
今
月
は
、｢

平
面
図
形
②(

お
う
ぎ
形)

｣

を
学

習
し
ま
す
。
お
う
ぎ
形
は
円
を
２
本
の
半
径
で

切
っ
た
形
、
つ
ま
り｢

円
の
一
部
分｣

で
す
。
し

た
が
っ
て
、
お
う
ぎ
形
の｢

弧
と
面
積｣

の
公
式

は
、
小
学
校
で
習
っ
た
円
の｢

円
周
と
面
積｣

の

公
式
が
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
思

い
出
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

¨
ま
た
、
中
学
数
学
で
は
円
周
率
を

で
は
な

3.14

く
、

(

パ
イ)

で
表
す
の
で
、
計
算
は
か
な
り

π

楽
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
、
文
字
を
使
っ
て
表

す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
く
る
の
で
、
早
め
に
慣

れ
ま
し
ょ
う
。
公
式
を
覚
え
た
ら
、
問
題
演
習

を
数
多
く
こ
な
し
、
解
き
方
を｢

定
着｣
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
へ
と｢
応
用｣

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

                 
 

中
１
国
語         

 

五
味
渕　

久　

夫 

¨
今
月
は
、｢

古
文
の
単
語｣

に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。
古
文
の
単
語
に
は
、
現
代
文
で
は
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
語
や
現
代
と
は
意
味
が
異
な
る

語
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
語
は
、
い
と
（
た
い
へ
ん
）
や
、
よ
ろ
ず
（
い

ろ
い
ろ
な
）
な
ど
で
す
。
ま
た
、
現
代
と
は
意

味
が
異
な
っ
て
い
る
語
に
は
、
う
つ
く
し
（
か

わ
い
ら
し
い
）
、
あ
や
し
（
不
思
議
だ
・
身
分
が

低
い
）
、
あ
り
が
た
し
（
め
っ
た
に
な
い
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を｢

理
解｣

し
、

文
章
を
読
み
進
め
ま
し
ょ
う
。 

¨
古
文
を
読
む
と
き
は
、
一
度
で
は
な
く
、
二

度
三
度
と
繰
り
返
す
と
、
す
ら
す
ら
読
め
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
と
き
に
出
て
く

る
重
要
古
語
を
覚
え
る
と
、
意
味
が
読
み
取
れ

ま
す
。
古
文
を
音
読
し
て
、
少
し
ず
つ
古
語
の

意
味
を
覚
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

中
１
理
科 

中　

茎　

賢　

蔵 

¨
今
月
は
、｢

力
に
よ
る
現
象｣

を
学
習
し
ま
す
。 

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
色
々
な
力
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ね
ん
ど
を
こ
ね
る
と
、
ね
ん
ど
は
形

を
変
え
ま
す
。
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
う
と
、
リ
ュ

ッ
ク
は
背
中
か
ら
落
ち
ま
せ
ん
。
野
球
の
よ
う

に
、
飛
ん
で
き
た
ボ
ー
ル
を
バ
ッ
ト
で
打
つ
と
、

ボ
ー
ル
の
動
き
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

力
の
は
た
ら
き
に
は
、
物
を
変
形
さ
せ
る
は
た

ら
き
、
物
を
支
え
る
は
た
ら
き
、
物
の
動
き
を

変
え
る
は
た
ら
き
の
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。 

¨
こ
の
内
容
は
、
様
々
な
力
の
種
類
や
力
の
つ

り
合
い
の
し
く
み
を｢

理
解｣

す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
中
２
生
や
中
３
生
の
理
科
で
も
、
力
に

関
す
る
内
容
は
出
て
き
ま
す
。
中
１
生
で
学
習

し
た
力
の
内
容
は
、
き
ち
ん
と
ノ
ー
ト
に
ま
と

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

中
１
社
会 

小　

林　

祐　

介 

¨
今
月
の
地
理
分
野
は
、｢

南
ア
メ
リ
カ
州｣

を

学
習
し
ま
す
。
ま
ず
は
気
候
・
地
形
・
産
業
・

文
化
に
分
け
て
整
理
し
ま
し
ょ
う
。
南
ア
メ
リ

カ
は
、
大
航
海
時
代
に
移
り
住
ん
だ
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
や
奴
隷
と
し
て
連
れ
て
こ
ら
れ
た
ア
フ
リ

カ
人
、
そ
し
て
日
本
人
と
の
融
合
で
生
ま
れ
た

｢

混
血｣

の
地
域
で
す
。
歴
史
的
背
景
を
知
っ
て
、

よ
り｢

理
解｣

を
深
め
ま
し
ょ
う
。 

¨
歴
史
分
野
は
、｢

東
ア
ジ
ア
世
界
と
の
か
か
わ

り
と
社
会
の
変
動(

１)
｣

を
学
習
し
ま
す
。
元
か

ら
の
襲
撃(

元
寇)

が
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
に
つ
な

が
り
、
明
と
の
勘
合
貿
易
は
室
町
幕
府
の
発
展

に
貢
献
し
ま
す
。
外
国
と
の
つ
な
が
り
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
琉
球
王
国
や
ア
イ

ヌ
民
族
と
の
関
わ
り
も
盛
ん
に
な
る
の
で
、
日

本
以
外
に
も
目
を
向
け
て
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
授
業
を
熱
心
に
聴
き
、
教
科
書
を
熟
読

し
て｢

理
解｣

し
、
多
く
の
問
題
を
解
い
て｢

定
着｣

を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

               
 

中
２
英
語 

高　

橋　

則　

文 

¨
今
月
は
、｢

比
較
①｣

を
学
習
し
ま
す
。
形
容

詞
や
副
詞
は
、
比
較
の
文
中
で
、tall(
原
級)

-taller(

比
較
級)-tallest(

最
上
級)

の
よ
う
に

形
を
変
化
さ
せ
ま
す
。
例
文
を
使
っ
て
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
①
２
人
を
比
べ
て｢

～
と
同
じ

く
ら
い
…｣

と
表
す
と
き
は<as

…as

～>

を
使

い
ま
す
。｢

私
は
あ
な
た
と
同
じ
く
ら
い
背
が
高

い
で
す
。｣

を
英
文
に
す
る
と
、I am

 as tall as 
you.

と
な
り
ま
す
。
②
２
人
を
比
べ
て
ど
ち
ら

か
が｢

～
よ
り
…
だ｣

と
表
す
と
き
は<

…

er

＋

than

～>

を
使
い
ま
す
。｢

私
は
あ
な
た
よ
り
背

が
高
い
で
す
。｣

を
英
文
に
す
る
と
、I 

am
 

taller than you.

と
な
り
ま
す
。
③
３
人
以
上

の
中
で
「
～
で
一
番
…
だ
」
と
表
す
と
き
に
は 

<the

＋
…

est

～>

を
使
い
ま
す
。｢

私
は
３
人

の
中
で
一
番
背
が
高
い
で
す
。｣

を
英
文
に
す
る

と
、I am

 the tallest of the three.

と
な
り

ま
す
。
基
本
と
な
る
三
つ
の
形
を
し
っ
か
り
覚

え
ま
し
ょ
う
。 

 

中
２
数
学                       

　
　

 

古　

橋　
　
　

慎 

¨
樹
形
図
と
い
う
言
葉
は
覚
え
て
い
ま
す
か
。

考
え
ら
れ
る
す
べ
て
の
場
合
を
順
序
よ
く
整
理

し
て
数
え
る
の
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
図
の
こ
と

で
す
。
こ
の
図
を
利
用
し
て
、
例
え
ば
３
人
が

一
列
に
並
ぶ
順
番
は
何
通
り
あ
る
か
、
４
枚
の

カ
ー
ド
の
う
ち
２
枚
を
並
べ
て
２
け
た
の
整
数

を
つ
く
る
と
き
何
通
り
で
き
る
か
な
ど
が
調
べ

 

ら
れ
ま
す
。

¨
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
場
合
の

数
の
中
か
ら
、
あ
る
こ
と
が
ら
が
起
こ
る
と
期

待
さ
れ
る
程
度
を
数
で
表
し
た
も
の
、
つ
ま
り

全
部
で
何
通
り
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
条
件
を
満

た
す
も
の
が
何
通
り
あ
る
か
を
分
数
で
表
記
す

る
、｢

確
率｣

を
学
習
し
ま
す
。
さ
い
こ
ろ
に
関

す
る
問
題
や
カ
ー
ド
に
関
す
る
問
題
な
ど
が
よ

く
出
題
さ
れ
ま
す
。
授
業
を
通
し
て
樹
形
図
を

か
く
場
合
の
考
え
方
を｢

理
解｣

し
、
練
習
を
通

 

し
て｢

定
着｣

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

 

中
２
国
語 

内　

藤　

紀　

和 

¨
今
月
は
、｢

付
属
語(

助
詞
・
助
動
詞)

｣

の
種

類
と
働
き
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
付
属
語
は
単

独
で
文
節
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ

単
体
で
は
意
味
を
完
結
で
き
な
い
単
語
で
す
が
、

前
後
の
単
語
の
意
味
を
補
足
す
る
と
い
う
重
要

な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
関
係
を
表
し
た
り
、

意
味
を
添
え
た
り
、
話
し
手
・
書
き
手
の
気
持

ち
や
判
断
を
表
し
た
り
し
ま
す
。｢

受
け
身
・
可

能
・
尊
敬
・
自
発
…
…｣

と
、
文
法
用
語
も
出
て

き
ま
す
。
区
別
し
て
覚
え
て
く
だ
さ
い
。 

¨
付
属
語
は
非
常
に
重
要
な
単
語
で
す
。
例
と

し
て
次
の
よ
う
な
文
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

｢

私
は
車
で
東
京
に
行
き
た
い
。｣

と
い
う
文
の

付
属
語
を
抜
く
と
、
「
私
車
東
京
行
く
。｣

と
な

り
、
付
属
語
が
無
い
と
意
味
を
正
確
に
伝
え
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
こ
れ
は
一
例
で
す
が
、
付

属
語
を｢

理
解｣

す
る
こ
と
で
、
話
し
手
や
書
き

手
の
意
図
を｢

理
解｣

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら
意
識
し
て
読
ん
だ
り

書
い
た
り
す
る
と
よ
い
練
習
に
な
り
ま
す
。 

 

中
２
理
科                      

　

 

川　

端　

康　

祐 

¨
今
月
は
、｢

磁
界｣

を
学
習
し
ま
す
。
磁
界
と

は
磁
力
の
は
た
ら
く
範
囲
の
こ
と
で
す
。
目
に

は
見
え
ま
せ
ん
が
確
か
に
存
在
し
て
い
る
こ
の

不
思
議
な
力
は
、
今
日
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ

ー
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ス
マ
ホ
、
コ
ピ
ー

機
、
発
電
、
衛
星
、
医
療
機
器
な
ど
様
々
な
分

野
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
自
体
も
こ
の

磁
界
で
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な

電
磁
気
力
が
ど
の
よ
う
に
は
た
ら
き
、
ま
た
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
興
味
は
尽
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
磁
界
は

電
流
と
密
接
に
関
連
し
極
性
や
向
き
が
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
法
則
を
学
び

ま
し
ょ
う
。
そ
の
上
で
、
磁
界
周
辺
で
起
こ
る

 

現
象
を｢

理
解｣

し
て
い
き

 

ま
し
ょ
う
。

¨
最
初
は
わ
か
り
に
く
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
わ
か
る

ま
で
何
度
で
も
質
問
し
ま
し

ょ
う
。
一
度｢

理
解｣

す
る
と
、

単
な
る
向
き
合
わ
せ
と
い
う

こ
と
に
気
が
つ
く
で
し
ょ 

う
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

中
２
社
会                      

　

 

仁　

木　

睦　

枝 

¨
今
月
の
地
理
は
、｢

関
東
地
方｣

を
学
習
し
ま

す
。
ま
ず
、
白
地
図
を
使
っ
て
、
都
や
県
の
名

前
と
位
置
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
東
京

大
都
市
圏
を
中
心
に
自
分
の
住
む
地
域
と
の
産

業
の
関
わ
り
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

¨
歴
史
は
、｢

日
清
・
日
露
戦
争
と
近
代
産
業｣

を
学
習
し
ま
す
。
ま
ず
、
日
清
戦
争
で
の
勝
利

が
日
本
の
産
業
革
命
に
つ
な
が
っ
た
流
れ
を
つ

か
み
ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
発
展
し
た
近
代
産

業
の
か
げ
で
過
酷
な
労
働
条
件
に
耐
え
て
き
た

人
々
が
、
労
働
争
議
を
起
こ
す
よ
う
に
な
り
、

政
府
は
こ
れ
を
弾
圧
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
社

会
運
動
が
高
ま
り
、
最
終
的
に
は
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
を

｢

理
解｣

す
る
と
歴
史
へ
の
興
味
が
わ
い
て
き
ま

す
。
興
味
を
も
っ
て
学
習
す
る
と
、
社
会
の
学

習
が
楽
し
く
な
り
、
得
意
科
目
の
一
つ
に
な
り

ま
す
よ
。 

  　自己学習能力を育てよう

e



中
３
英
語 

津
久
井　

一　

則 
¨
今
月
は
、｢

接
続
詞｣

｢

前
置
詞｣

を
学
習
し
ま

す
。｢
接
続
詞｣

は
２
種
類
あ
り
、and

やbut

な
ど
の
仲
間
とw

hen

やif

の
仲
間
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
仲
間
で
大
き
く
異
な
る

の
が
、
英
文
を
訳
す
順
番
で
す
。and

やbut

の
仲
間
は
前
か
ら
訳
し
、w

hen

やif

が
あ
る

文
は
接
続
詞
の
後
ろ
か
ら
訳
し
ま
す
。
文
や
語

句
を
つ
な
げ
る
た
め
、
接
続
詞
の
あ
る
文
は
長

く
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
開
倫
塾
の
授
業
で
し
っ
か
り
と
学
び
ま
し

ょ
う
。 

¨
も
う
一
つ
は
、｢

前
置
詞｣

で
す
。in

やon

等
の
仲
間
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
時
や
場

所
を
言
う
時
に
そ
の
前
に
つ
け
た
り
、
動
詞
の

連
語
と
し
て
使
わ
れ
た
り
し
ま
す
。
接
続
詞
と

の
違
い
は
、
後
ろ
に
文
が
来
な
い
で
名
詞
が
来

る
こ
と
で
す
。
実
際
に
授
業
で
確
認
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

 

中
３
数
学     

 

山　

本　

信　

広 

¨
今
月
は
、｢

私
立
高
校
入
試
対
策｣

に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。
一
番
大
切
な
の
は
、
過
去
問
を

解
い
て
み
る
こ
と
で
す
。
特
に
数
学
は
、
受
験

高
校
に
よ
っ
て
出
題
傾
向
の
ば
ら
つ
き
が
顕
著

な
教
科
な
の
で
、
事
前
準
備
は
必
須
で
す
。
ま

ず
は
３
年
分
の
過
去
問
と
解
答
用
紙
を
用
意
し

て
、
時
間
を
計
り
、
本
番
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
採
点
は
配
点

と
難
易
度
の
兼
ね
合
い
を
重
視
し
て
、
こ
の
問

題
は
落
と
し
て
は
い
け
な
い
、
こ
の
問
題
は
あ

ま
り
考
え
ず
に
飛
ば
し
て
し
ま
お
う
、
と
い
っ

た
力
量
配
分
や
本
番
で
の
時
間
配
分
の
目
安
を

考
え
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。 

¨
直
前
の
対
策
の
基
本
は
、
で
き
な
い
問
題
に

こ
だ
わ
る
こ
と
で
は
な
く
、
得
点
し
て
い
な
い

で
き
そ
う
な
問
題
を
得
点
に
結
び
つ
け
る
こ
と

で
す
。
や
れ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
準
備
し
て
、

怠
り
な
く
本
番
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。 

 

中
３
国
語 

鈴　

木　

佳　

孝 

¨
今
月
は
、｢

私
立
高
校
入
試
対
策(

古
文)

｣

に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
私
立
高
校
の
入
試
問
題

は
、
各
高
校
で
独
自
に
作
成
さ
れ
た
問
題
で
す
。

そ
の
た
め
、
古
文
の
出
題
は
高
校
ご
と
に
か
な

り
異
な
り
ま
す
。
文
章
の
量
は
、
数
行
の
と
こ

ろ
も
あ
れ
ば
、
和
歌
を
含
ん
で
１
ペ
ー
ジ
近
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
問
題
数
も
５
～
７
問
と

異
な
っ
て
い
ま
す
。
受
験
予
定
の
高
校
の
過
去

問
は
必
ず
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

¨
問
題
は
、
古
文
の
内
容
を
把
握
で
き
て
い
る

か
を
問
う
問
題
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。｢

う
つ
く
し｣

や｢

を
か
し｣

な
ど
現
代
と
異
な
る
意
味
を
持
つ

単
語
が
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
教
科
書

や
過
去
問
の
解
説
を
読
ん
で
覚
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
問
題
で
使
わ
れ
た
文
章
が
有
名
な
作
品

の
場
合
は
、
そ
の
作
者
や
書
か
れ
た
年
代
を
問

う
問
題
も
出
ま
す
。
主
な
作
品
は
押
さ
え
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。 

 

中
３
理
科 

出　

島　

亜　

紀 

¨
今
月
は
、｢

私
立
高
校
入
試
対
策｣

に
つ
い
て

大
切
な
こ
と
を
三
つ
お
話
し
ま
す
。
一
つ
目
は
、

計
画
的
な
勉
強
を
す
る
こ
と
で
す
。
入
試
範
囲

を
確
認
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

そ
の
際
に
は
、
弱
点
や
苦
手
分
野
に
重
点
を
置

く
と
よ
い
で
す
。
ま
た
、
進
捗
状
況
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
進
め
方
を
調
整
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

二
つ
目
は
、
効
率
的
な
学
習
方
法
を
身
に
着
け

る
こ
と
で
す
。
集
中
力
を
高
め
る
た
め
に
、
勉

強
す
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
短
時
間
集
中
型

の
学
習
方
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
が
お
す

す
め
で
す
。
三
つ
目
は
、
過
去
問
を
活
用
す
る

こ
と
で
す
。
演
習
を
通
じ
て
、
理
解
度
や
苦
手

 

分
野
を
把
握
し
て
、
克
服
し
ま
し
ょ
う
。

¨
加
え
て
、
心
身
の
健
康
を
保
つ
こ
と
も
合
格

す
る
た
め
に
重
要
な
要
素
で
す
。
健
康
的
な
生

 

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

 

中
３
社
会 

奥　

村　

修　

一 

¨
今
月
は
、｢

私
立
高
校
入
試
対
策｣

に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。
ま
ず
は
過
去
問
を
解
い
て
、
問

題
傾
向
を
つ
か
み
ま
し
ょ
う
。
知
識
が
問
わ
れ

る
の
か
、
思
考
力
重
視
か
、
そ
の
割
合
は
ど
れ

く
ら
い
か
。
ま
た
、
全
体
の
文
章
量
は
多
い
か

少
な
い
か
、
記
述
問
題
の
数
や
文
字
数
は
ど
う

か
な
ど
、
出
題
傾
向
に
よ
っ
て
ど
ん
な
練
習
を

す
べ
き
な
の
か
を
知
り
、
明
日
か
ら
の
勉
強
方

法
を
決
め
ま
し
ょ
う
。 

¨
近
年
、
文
章
量
が
膨
大
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
速
く
正
確
に
読
む
コ
ツ
を
お
伝

え
し
ま
す
。
ま
ず
述
語
、
次
に
主
語
を
押
さ
え

ま
す
。
必
要
な
目
的
語
や
修
飾
語
を
探
し
、
頭

の
中
で
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
ま
す
。
指
示
語
や

接
続
詞
に
注
意
し
な
が
ら
一
文
ず
つ
そ
の
イ
メ

ー
ジ
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。
こ
う
す
る
と
、

読
み
返
し
を
最
小
限
に
し
て
文
章
を
読
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
あ
せ
ら
ず
に
、
時
間
を
か
け
て

取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

高
校
英
語 

福　

岡　

正　

樹 

¨
高
１
生
は
、｢

仮
定
法｣

を
学
習
し
ま
す
。｢

仮

定
法｣

と
は
事
実
に
反
す
る
こ
と
を
想
像
す
る
の

に
用
い
る
表
現
方
法
で
す
。
私
た
ち
は
日
々
の

生
活
の
中
で｢

あ
の
時
〇
〇
し
て
お
け
ば
よ
か
っ

た｣

と
後
悔
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
現
実
に
は
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
表
現
す

る
の
に
使
う
の
が｢

仮
定
法｣

で
す
。
現
在
の
事

実
に
反
す
る
想
像
に
は｢

仮
定
法
過
去｣

、
過
去

の
事
実
に
反
す
る
想
像
に
は｢

仮
定
法
過
去
完

了｣

を
用
い
ま
す
。｢

仮
定
法｣

の
特
徴
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な｢

時
の
ず
れ｣

が
あ
り
ま
す
。｢

時
の

ず
れ｣

が
生
じ
る
理
由
は
授
業
で
詳
し
く
説
明
し

ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と｢

理
解｣

し
て
く
だ
さ

い
。 

¨
高
２
生
は
、｢

形
容
詞
・
副
詞｣

を
学
習
し
ま

す
。
こ
の
単
元
は
高
１
生
で
も
学
習
し
て
い
る

単
元
で
す
が
、
高
２
生
で
は
大
学
入
試
で
実
際

に
出
題
さ
れ
た
問
題
を
解
き
な
が
ら
、
ど
の
く

ら
い｢

定
着｣

し
て
い
る
か
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

形
容
詞
の｢

限
定
用
法｣

と｢

叙
述
用
法｣

、｢

程
度

を
表
す
副
詞｣

と｢

頻
度
を
表
す
副
詞｣

な
ど
入
試

で
頻
出
の
問
題
を
中
心
に
扱
い
ま
す
。｢

動
詞｣

や｢

名
詞｣

と
比
べ
、｢

形
容
詞｣

｢

副
詞｣

は
語
彙

力
が
弱
い
受
験
生
が
多
い
で
す
。
今
月
学
習
し

た｢
形
容
詞｣

｢

副
詞｣

は
、
単
語
カ
ー
ド
や
単
語

ノ
ー
ト
を
活
用
し
て
必
ず
高
２
生
の
う
ち
に
覚

え
て
く
だ
さ
い
。 

¨
高
３
生
は
、
１
月

日(

土)

、

日(

日)

に

18

19

共
通
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
冬
休
み
は

い
よ
い
よ
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
る
時
で
す
。

実
戦
形
式
で
過
去
問
を
数
多
く
解
く
と
同
時
に
、

こ
れ
ま
で
に
作
成
し
て
き
た｢

間
違
い
ノ
ー
ト｣

を
活
用
し
て
、
最
後
の
弱
点
補
強
を
行
い
ま
し

ょ
う
。
自
信
を
持
っ
て
試
験
に
臨
む
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
す
。 

 

高
校
数
学 

廻　

谷　

紀　

行 

¨
高
１
生
は
、
数
学
Ⅱ｢

式
と
証
明｣

を
学
習
し

ま
す
。
ま
ず
は
３
次
式
の
展
開
や
因
数
分
解
、

整
式
の
割
り
算
や
分
数
式
の
計
算
な
ど
、
多
く

の
場
面
で
必
要
と
な
る
計
算
が
出
て
き
ま
す
。

正
確
か
つ
速
や
か
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
す
の
で
、
問
題
演
習
を
通
じ
て
し
っ
か

り
と
マ
ス
タ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。
後
半
の
等
式

・
不
等
式
の
証
明
は
、
今
後
活
用
す
る
機
会
が

多
い
分
野
で
す
。
正
し
い
証
明
の
仕
方
を｢

理
解｣

し
、
問
題
を
見
て
す
ぐ
に
証
明
の
ル
ー
ト
が
浮

か
ぶ
よ
う
に
な
る
ま
で
練
習
を
重
ね
て
く
だ
さ

い
。 

¨
高
２
生
は
、
数
学
Ⅱ｢

積
分
法｣

を
学
習
し
ま

す
。
以
前
に
も
お
話
し
ま
し
た
が
、
こ
の
前
に

学
習
し
た｢

微
分
法｣

と
合
わ
せ
て
、
大
学
入
試

数
学
の
メ
イ
ン
を
張
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
単
元
で
す
。
ま
ず
、
微
分
の
逆
演
算
と
し

て
の
不
定
積
分
の
定
義
を｢

理
解｣

し
、
不
定
積

分
・
定
積
分
の
計
算
を
確
実
な
も
の
に
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
上
で
、
定
積
分
と
面
積
の
関
係

を｢

理
解｣

し
、
直
線
や
曲
線
で
囲
ま
れ
た
部
分

の
面
積
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
演
習
を
重
ね
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
理
系
で
数
学
Ⅲ
を
入
試
に
利

用
す
る
予
定
の
人
は
、
数
学
Ⅲ
で
も
微
分
積
分

は
出
て
き
ま
す
。
そ
の
基
礎
と
な
る
数
学
Ⅱ
の

微
分
積
分
は
、
高
２
生
の
う
ち
に
あ
る
程
度
の

応
用
ま
で｢

定
着｣

さ
せ
る
努
力
を
し
て
く
だ
さ

い
。
来
年
度
が
相
当
楽
に
な
り
ま
す
よ
。 

¨
高
３
生
は
、
い
よ
い
よ
共
通
テ
ス
ト
ま
で
１

か
月
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

ど
う
し
て
も
共
通
テ
ス
ト
の
勉
強
が
中
心
に
な

っ
て
し
ま
う
と
は
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
１
月 

末
か
ら
私
立
入

試
が
、
２
月
下

旬
に
は
国
公
立

入
試
が
控
え
て

い
る
の
を
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ

ん
。
共
通
テ
ス

ト
の
先
の
こ
と

も
考
え
て
、
学

習
計
画
を
実
行

し
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
。

  　自己学習能力を育てよう

f

高 

校 

部



塾生の皆さんには、一人一人が自分に合った学習方法で学力を伸ばし、友達と切磋琢磨しながら、自分の目標に向
けて勉強に取り組んで欲しいと思っています。、コツコツと取り組む姿勢はやがて実を結び、自身をよい結果へと導くことにな
ります。たくさんの成功体験をつくり、モチベーションアップへとつなげてください。 大平校校長 熊倉 昌子

g

塾 生 の ひ ろ ば

◆<国語>漢字練習、苦手な所を繰り返し解く。<数学>公式を

覚えて、繰り返し解く。<英語>単語練習、文法を覚える。<社会>

教科書を何回も読む、苦手な所に印をつけて復習。<理科>教

科書を何回も読む。

中３ Ｉ・Ｒ

◆国語は、ワークを２回やり、教科書を読む。漢字は苦手なもの
を練習する。社会は、ワークを解き直し、教科書を見返す。数学
は、ワークを解く。理科は、教科書とワークを見返して暗記できる
ようにする。英語は、単語を覚えるまで書く。ワークは２回取り組
む。

中３ Ｔ・Ｈ

◆私の勉強方法は、学校以外のワークやプリントをやること、社会
と理科は一問一答をやること、数学はわからないところに似ている
問題をやってやり方を覚えることです。

中３ Ｙ・Ｓ

◆英単語、国語の漢字、社会の天皇・乱・重要単語は一問一
答形式でやっています。理科、数学はワークと教科書のみです。

中３ Ｋ・Ｃ

◆私は、教科書に目を通して、ある程度覚えたら、ワークやプリン
ト集に取り組みます。間違いがゼロになるまで問題を解きます。

中３ Ｏ・Ｋ

◆私は、ワーク１周、１周を時間をかけてやっています。わからない
問題は、教科書やノートを見返して答えを探し、どうしても分から
ない問題は答えを見て覚えています。

中３ Ｓ・Ｎ

◆国語の漢字や英単語は何回も何回も書いて覚えています。ま
た、文章題や古文はテストの問題を解き直しています。社会と理
科は、一問一答を繰り返し解いています。数学は、間違えた問題
の解き直しをしています。

中３ Ｋ・Ｔ

◆私は、漢字は学校のワークを、社会や理科は一問一答を中

心に繰り返しやります。数学は基本をやって、慣れてきたら応用ま
で練習します。英語は文法の形を覚えてから単語を覚えます。

中３ Ａ・Ｒ

◆国語は、参考書を読んで、古文などの苦手分野を勉強しま
す。数学は、応用問題を多く解いて問題の形式になれるようにし

ます。社会は、単語帳に書いて繰り返し解きます。理科と英語
は、参考書や過去の実力テストなどのものを繰り返し解きます。

中３ Ｍ・Ｙ

◆私の勉強方法は、ワークなどを繰り返し解くことです。間違えた

問題は、答えがスラスラ解けるまで何回も何回も勉強します。
中３ Ｏ・Ｍ

◆私は、社会や理科などの暗記科目はノートに何度も書いて覚

えています。また、英単語や文法などはつづりを最初に覚えていま
す。

中３ Ｏ・Ｋ

◆私の勉強方法は、英語の長文問題の英単語を練習したあと

に長文問題に移り、内容を分かるようにしています。数学は、ワー

クでやった所の間違いを直し、意味のわからなかったところは、復

習するようにしています。

中２ Ｏ・Ｓ

◆私は、漢字や英単語などはたくさん書いて覚えます。数学は苦

手な問題をたくさんやります。社会、理科は重要な言葉を覚えま

す。

中２ Ｋ・Ｓ

◆僕の勉強方法は、主に教科書を見ることです。ワークはあまり

やらないで、教科書で重要語句を読んで勉強しています。

中２ Ｓ・Ｔ

◆ワークをやってわからないところがあったら、答えを見てやり方を

理解します。２周目は答えを隠して違うノートにやります。

中１ Ｓ・Ｋ

◆数学は、苦手な所を何度も復習します。英語は動詞などを繰

り返し書きます。社会(地理)は地域の名前、そこの特徴を理解

し、一つ一つ名前を覚えます。理科は、物質の名前、公式、実

験で使う道具の名前を覚えます。

中１ Ｓ・Ｋ

◆私は、ひたすらワークを繰り返します。覚える単語などは、カード

や赤シートを作って覚えています。１周目のワークは授業でやった

その日にしています。

中１ Ｕ・Ｓ



 
 
 
 
 
 
 

 

勉強の速度を上げよう! 
 

岩舟校校長 

前　田　　匠　 

 

１．１日の学習時間について 

　皆さんは普段、１日にどのくらい時間をかけて勉強している

でしょうか。中学生であれば１日最低でも３時間、可能なら４

～５時間は勉強した方がよいです。しかし、ぼーっとして、時

間だけ長くなるようではいけません。｢問題集１ページあたり

何分で解くか｣をしっかり定めましょう。 

 

２．自分の勉強のスピードを知る 

　毎日何分間自習したか・何ページ問題集を進められたかを計

るようにしてみましょう。例えば、問題集１ページにつき20分

間かかるとします。定期テストで指定される５教科の問題集の

範囲は平均120ページほどですから、約40時間で１回解き終わ

ることになります。１日４時間勉強すると10日 

かかるので、テストの30日前から勉強を始め

ておけば、問題集すべてのページに３回取り

組むことが可能だということがわかります。 

　このようにして、次の定期テスト等に向け

て自分の学習速度を知っておきましょう。 

 

３．苦手な単元の対処法 

　苦手な単元や解き方を忘れた問題のページに取り組む際は、

解く前に模範解答を熟読して、答え方を身に着けておきましょ

う。書いてあることが｢理解｣できないときは先生に質問をして

ください。また、書けるようになりたい語句等は音読・書き取

り練習を必ず行ってください。そして、｢うん、なるほど！｣と

思えるようになったら、そのページを自力で解きましょう。す

ると、わからないまま解き進めるよりも早く解き終え、｢定着｣

も早めることができます。 

　学習に後ろ向きだった単元が素早く解き

終わると、達成感があり、自信もつき、｢次

は応用問題もやってみよう！｣とやる気に

もつながります。勉強のやり方を工夫して、

前向きな気持ちで毎日勉強しましょう。少

しずつ成績も上がってきますよ。頑張りま

しょう。 

 学力の向上を目指して…

私の勉強方法　 No.192 
 

作新学院中等部(鹿沼東校) ３年 

Ｅ・Ｍ 

　CRT 栃木放送｢開倫塾の時間｣・ラジオ栃木放送(1530kHz、1062kHz、864kHz http://www.crt-radio.co.jp/)毎週土曜日午
前９時15分～25分。塾長林明夫が、塾生だけでなく社会人も含めて一生涯活用できる「効果の上がる勉強方法とは何
か」をテーマに、38年間語り続けている世界に１つしかないラジオ番組です。 

【私の勧める勉強方法】

h

１
．
計
画
を
立
て
る 

　

私
が
試
験
勉
強
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
三
つ

あ
り
ま
す
。 

　

一
つ
目
は
、
計
画
を
立
て
て
勉
強
を
進
め
る
こ

と
で
す
。
試
験
ま
で
の
期
間
を
い
く
つ
か
に
区
切

り
、
そ
の
期
間
に
終
わ
ら
せ
な
く
て
は
い
け
な
い

も
の
を
決
め
ま
す
。
期
限
を
決
め
る
と
、
終
わ
ら

せ
る
た
め
に
勉
強
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
机

に
向
か
う
時
間
を
多
く
し
、
試
験
勉
強
を
効
率
的

に
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。 

 

２
．
た
く
さ
ん
の
問
題
に
ふ
れ
る 

　

二
つ
目
は
、
た
く
さ
ん
の
問
題
に
ふ
れ
る
こ
と

で
す
。
私
が
模
試
や
過
去
問
を
解
く
と
き
に
、
塾

や
学
校
で
解
い
た
問
題
と
似
て
い
れ
ば
、
短
時
間

で
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
類
題
で
は 

「
開
倫
塾
ニ
ュ
ー
ス
」
二
〇
二
四
年
十
二
月
一
日
号　

編
集
者
＝
開
倫
塾
企
画
・
研
修
部　

発
行
所
＝
開
倫
塾(

栃
木
県
足
利
市
堀
込
町
一
四
五　

5
〇
二
八
四
ー
七
二
ー
五
九
四
五)  
　

発
行
責
任
者
＝
林　

明
夫　

な
い
問
題
が
出
た
と
き
に
は
、
手
が
止
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
経
験
か
ら
、
た
く
さ
ん
の

問
題
に
ふ
れ
、
試
験
問
題
で
類
題
を
増
や
し
、「
解

け
な
い
」
を
な
く
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

 

３
．
休
憩
の
使
い
方 

　

三
つ
目
は
、
休
憩
の
使
い
方
で
す
。
少
し
休

憩
し
よ
う
と
思
い
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用

し
て
し
ま
う
と
、
や
め
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
記
憶
力
が
低
下
す
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
休
憩
の

時
間
に
数
学
の
基
礎
問
題
や
漢
字
練
習
を
行
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
三
つ
の
こ
と
を
心
掛
け

て
勉
強
に
一
段
と
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

月
日
程
表

12

 
 

下
野
模
試(

中
３)

⑤ 
 

 
  

 

群
馬
県
統
一
テ
ス
ト(

中
３)

⑧(

中
１･

２)

② 
 

 
 

１ 

日 

茨
城
統
一
テ
ス
ト(

中
３)

⑥(

中
１･

２)

⑤ 
 

 
  

 

北
辰
テ
ス
ト(

中
３)

⑦ 
 

都
立
Ｖ
も
ぎ
①

２

月

３

火

４

水

５

木

６

金

 
 

開
倫
模
試(

全
塾
生 

北
関
東･

東
京) 

 
 

 

７ 

土 

小
学
生
テ
ス
ト(

北
関
東) 

 
 

 

栃
木
放
送
開
倫
塾
の
時
間

 
 

中
３
日
曜
ゼ
ミ
③ 

８ 

日 
 

都
立
Ｖ
も
ぎ
②

９

月火

10

水

11

木

12

金

13

 
 

中
３
土
曜
ゼ
ミ
⑪(

栃
木
・
茨
城)

⑫(

群
馬) 

 
 

 
 

土 

中
３
入
試
対
策
ゼ
ミ
⑯(

東
京) 

14

 
 

 

栃
木
放
送
開
倫
塾
の
時
間

日

都
立
Ｖ
も
ぎ
③

15

月

 

16

火
　

17

水

18

木
　

19

金

20

 
 

中
３
土
曜
ゼ
ミ
⑫(

栃
木
・
茨
城)

⑬(

群
馬) 

 
 

 
 

土 

中
３
入
試
対
策
ゼ
ミ
⑰(

東
京) 

21

 
 

 

栃
木
放
送
開
倫
塾
の
時
間

日

中
３
日
曜
ゼ
ミ
④ 

22

月

２
学
期
授
業
終
了　

23

火

24

水
　

25

木

冬
期
講
習
①             

 

①

26

金

冬
期
講
習
②             

 

②

27

 
 

冬
期
講
習
③ 

 

土 

　
　
　
　
　

             
 

③ 

28

栃
木
放
送
開
倫
塾
の
時
間

日

冬
期
講
習
④             

 

④

29

月

正
月
特
訓
①             

 

①

30

火

正
月
特
訓
②             

 

②

31

              

　

※

月

日
現
在
の
予
定
で
す
。

10

31

<冬期講習第１>
(東京)

<正月
特訓>
(東京)


